


















期間：2019年 3月 14日（木）～ 9月 30日（月）
会場：神奈川大学横浜キャンパス 3号館　神奈川大学日本常民文化研究所展示室
TOPICS
「展示」
郷土玩具から読み解くこと
加藤　友子
は得られなかったが、神奈川大学日本常民文化研究所の
前身であるアチック・ミューゼアムの研究対象の出発点
となる玩具研究は、明治期における祖国の郷愁をもとめ
る思想とは別の目的であったことは注視するにあたいす
るだろう。
　こうしたことから本研究所では、昭和初期製作の玩具
を 150点ほど収集し「旅のおみやげ」展として公開をし
た。展示するにあたり玩具そのものだけでなく、玩具が
収納された箱や解説書も一緒に展示することを心がけた。
信仰や郷土の風土が記録された解説書は、昭和初期の歴
史を読み解くヒントが隠されている。
　現在では多様な玩具が普及し、こうした郷土玩具の生
産は衰え、むしろ趣味的な鑑賞用玩具として愛好されて
いるが、郷土趣味にはとどまらない「郷土玩具」研究を
示していきたい。
　
【参考文献】
和歌山県立紀伊風土記の丘編　2007『紀州郷土玩具事典』
（平成 19年度秋期特別展「祈りの民具と郷土玩具」解説書）
